
数字で見る復興進捗状況

216地区

40地区

・防災集団移転促進事業（大臣同意）

・土地区画整理事業（都市計画決定）

57.2%

75.6%

46.6%

岩手県

宮城県

福島県

■復興まちづくり※1

■がれき処理※2

※1 復興まちづくり 3 月 8 日時点 復興庁発表
※2 がれき処理 5 月 31 日時点 環境省発表
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地
域
復
興
支
援
﹁
結
の
場
﹂
中
間
報
告

　

復
興
庁
宮
城
復
興
局
が
石
巻

商
工
会
議
所
と
共
同
で
進
め
て

い
る
地
域
復
興
マ
ッ
チ
ン
グ

「
結
の
場
」
の
事
業
成
果
中
間

報
告
が
発
表
さ
れ
た
。
19
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
同
時
に
、
人
材
面
な

ど
で
課
題
も
明
確
に
な
っ
た
。

本
業
を
活
か
し
た
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化

　
「
結
の
場
」
は
被
災
地
域
企

業
の
経
営
課
題
解
決
や
経
営
力

強
化
、
地
域
経
済
の
継
続
的
発

展
を
狙
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を

目
的
と
し
た
、
被
災
地
外
の
支

援
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
。

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
石
巻

で
は
、
水
産
加
工
業
を
テ
ー
マ

に
13
の
被
災
地
企
業
と
33
の
支

援
企
業
が
参
加
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
支
援
企
業
か
ら
は
70
を
超

え
る
支
援
・
連
携
の
提
案
が
な

さ
れ
、
19
件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成

立
、
さ
ら
に
16
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
調
整
が
進
ん
で
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
領
域
は
販
路

開
拓
、
販
促
・
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、

商
品
開
発
、
人
材
育
成
な
ど
多

岐
に
渡
る
。
キ
リ
ン
協
和
フ
ー

ズ
は
食
品
評
価
技
術
を
提
供
し
、

被
災
企
業
主
力
商
品
の
付
加
価

値
向
上
に
結
び
つ
け
る
施
策
を

開
始
。
凸
版
印
刷
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
リ
サ
ー
チ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
元
に
、
水
産
加
工
企
業
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
。
い
ず
れ

も
支
援
企
業
の
本
業
の
強
み
を

活
か
し
た
支
援
活
動
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
化
し
た
形
だ
。

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題

　

一
方
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
も
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
外
部

企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
推

進
す
る
に
あ
た
っ
て
の
被
災
地
の

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
だ
。
数
十
に

渡
る
支
援
要
請
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
す
る
に
は
膨
大
な
作
業
が
発

生
す
る
。
今
回
の
よ
う
に
復
興

庁
が
間
に
入
る
形
で
な
く
て
も

被
災
地
内
外
の
連
携
施
策
が
進

む
こ
と
が
望
ま
し
い
。「
結
の

場
」
を
企
画
、
推
進
し
て
い
る

宮
城
復
興
局
の
山
本
啓
一
朗
氏

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
の
、

商
工
会
議
所
の
よ
う
に
地
元
の

立
場
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行

う
団
体
へ
の
投
入
が
急
務
だ
と

語
る
。

　

支
援
企
業
側
に
お
い
て
も
、

取
組
み
姿
勢
に
よ
り
明
暗
が
分

か
れ
た
。
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
に

あ
た
っ
て
は
、
被
災
企
業
が
支

援
企
業
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。
こ
う
し

た
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
形
に
な
っ

た
の
は
、
柔
軟
な
対
応
で
施
策

を
調
整
す
る
姿
勢
を
持
っ
た
企

業
だ
っ
た
。
山
本
氏
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
企
業
は
、
い
ず
れ
も

中
長
期
的
な
視
点
で
支
援
活
動

に
取
り
組
む
意
義
を
見
い
だ
し

て
い
る
企
業
だ
と
言
う
。

　

今
回
の
「
結
の
場
」
で
は
、

地
域
の
人
間
関
係
が
深
ま
っ
た

こ
と
も
収
穫
だ
と
山
本
氏
は
話

す
。
震
災
前
は
つ
な
が
っ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
な
地
域
の
企
業
同

士
が
連
携
し
、
共
同
の
通
販
カ

今
後
は
南
三
陸
や

亘
理
で
も
実
施

タ
ロ
グ
を
作
る
動
き
も
始
ま
っ
た
。

そ
の
過
程
で
は
自
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
積
極
的
に
共
有
し
あ
う
雰
囲

気
が
育
ま
れ
て
お
り
、「
三
陸
海

産
物
と
い
う
素
材
が
良
い
だ
け

に
、
地
域
と
し
て
の
連
携
に
よ

る
事
業
拡

大
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
大

き
い
」
と

手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。

　
「
結
の

場
」
は
石

巻
に
続
き
、

今
年
２
月

に
は
気
仙

沼
で
も
実

施
さ
れ
た
。

８
月
を
目

処
に
成
果

が
発
表
さ

れ
、
さ
ら

に
南
三
陸

や
亘
理
・
山
元
で
の
開
催
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
民
間
企
業
に

よ
る
連
携
は
復
興
の
鍵
に
な
る
。

今
後
よ
り
多
く
の
企
業
が
参
画

し
、
価
値
創
造
が
加
速
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

6 月 26 日には企業マルシェの第１弾が行われた

石
巻
で
19
の
経
営
力
強
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

 6面 南三陸町 海産物の宅配便・

たみこの海パック

石川県七尾市

3面 石巻の
コミュニティ形成事例

2面

7面

新日本有限責任監査法人理事長

加藤 義孝氏

コンテンツから
コンセプトへ

複合的サポートモデルで
地域に求心力

スポーツが人を育む
人が町を育む

プロジェクト 支援企業

共同通販プロジェクト トラストパートナーズ、ほか3社 被災地域企業8社の共同カタログを制作し、
新たなB2Cチャネル開拓を行う通販事業

企業マルシェ プロジェクト アサヒグループホールディングス
ほか13社

支援企業14社による、被災地域企業7社商品の
企業内販売企画。試食会やアンケートを通じた
マーケティングも実施

機能分析、強化を通じた
商品力向上プロジェクト キリン協和フーズ

金華さば、いらこ穴子の分析を通じた商品特徴量の
抽出や、冷凍、冷蔵耐性ノウハウの移転を通じた
商品力向上施策

人材育成（ビジネススキル向上）
を目的とした研修プロジェクト キャノンマーケティング 被災地域企業3社へ向けた、ファシリテーションや

ネゴシエーション力の向上へ向けた研修プロジェクト

概　要
「結の場」でマッチングが成立した主なプロジェクト

特集
４－５面 産業復興へ向けた秘策とは

事例に学ぶ再建企業の経営哲学

広告

246.5 mm × 80mm
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石
巻
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
例

　

復
興
庁
復
興
推
進
委
員

会
の
「
新
し
い
東
北
の
創

造
」
中
間
報
告
が
と
り
ま

と
め
ら
れ
た
。
前
回
に
引

き
続
き
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
そ
の
中
身
を
見
て

い
き
た
い
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
報

告
の
後
半
に
あ
る
「
共
通

課
題
へ
の
対
応
」
と
い
う

項
目
だ
。
東
北
は
震
災
前

か
ら
人
口
減
少
や
産
業
衰

退
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え

た
地
域
。
今
後
復
興
事
業

を
推
進
し
て
い
く
に
あ

た
っ
て
は
、
個
別
テ
ー
マ

の
施
策
と
平
行
し
て
、
人

材
・
資
金
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
い
っ
た
面
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
復
興
官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を

構
築
す
る
と
い
う
も
の
。

　

例
え
ば
人
材
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
は
、

人
材
紹
介
会
社
の
よ
う
な

機
能
を
支
援
す
る
方
向
で

検
討
さ
れ
て
い
る
。
人
材

を
必
要
と
す
る
被
災
地
の

自
治
体
や
企
業
の
ニ
ー
ズ

を
整
理
し
、
業
務
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
、
受
け
入
れ
体
制

や
着
任
後
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
ま
で
、
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
被
災
地

へ
送
ら
れ
た
人
の
数
だ
け

が
指
標
と
な
る
の
で
は
な

く
、
よ
り
成
果
に
フ
ォ
ー

カ
ス
を
あ
た
る
形
の
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
だ
。
こ
う
し

た
体
制
を
と
る
こ
と
で
、

従
来
業
務
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
新
し
い
人
材
活

用
を
目
指
し
て
い
る
。

　

資
金
面
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
継
続
性
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
鍵
と
な
る
。
被

災
し
た
企
業
や
新
た
な
起

業
者
に
対
す
る
資
金
提
供

の
た
め
に
、
今
後
さ
ら
に

投
資
を
促
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
中
で
も
、
年

度
単
位
と
な
る
行
政
資
金

に
対
し
て
、
よ
り
長
期
的

な
視
点
で
活
用
が
可
能
と

な
る
民
間
資
金
へ
の
期
待

は
大
き
い
。
今
ま
で
は
個

別
に
行
わ
れ
て
い
た
民
間

投
資
だ
が
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
ま
と
ま

り
見
え
る
化
を
行
い
、
さ

ら
に
投
資
元
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
さ
れ
る
よ
う
な

横
の
連
携
を
つ
く
っ
て
い
く

[

解
説]

「新しい東北の創造」
中間報告

人
材
・
資
金
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
持
続
的
な
事
業
効
果
を
目
指
す

Ｑ
．
復
興
に
お
け
る
課

題
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

全
体
的
に
、い
か
に
ス
ピ
ー

ド
を
あ
げ
ら
れ
る
か
が
焦
点

だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
産
業

の
立
ち
上
が
り
が
遅

く
、
地
域
経
済
の
活

性
化
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
各
地
域
で
は
、

「
地
域
通
貨
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」

な
ど
「
何
」
を
や
る

か
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ら
自
体

は
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、
根

底
に
あ
る
「
ど
ん
な
未
来
を
つ

く
る
か
」
と
い
う
議
論
が
欠

け
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
コ
ン
テ
ン
ツ
よ
り

も
、コ
ン
セ
プ
ト
。
た
と
え
ば

ブ
ー
タ
ン
で
言
え
ば
「
国
民
総

幸
福
量
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

が
、
人
の
心
を
惹
き
つ
け
ま
し

た
。コ
ン
テ
ン
ツ
競
争
に
陥
い

ら
ず
、
各
地
域
で
の
コ
ン
セ
プ

ト
づ
く
り
の
視
点
が
必
要
で
す
。

Ｑ
．
未
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
に
、
必
要
な
こ

と
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　

人
材
育
成
で
す
。
私
ど
も
は

「
地
域
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
次
世

代
」
の
３
軸
で
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
必
要
な
の
は
、
地
域

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ゼ
ロ
か
ら
つ

く
り
、
産
官
学
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
具
現
化
す
る
人
。

日
本
で
は
、
実
際
に
、
ゼ
ロ

か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
人

は
い
ま
せ
ん
か
ら
、
や
は
り

育
成
が
必
要
で
す
。

　

次
に
地
域
を
産
業
面
か
ら

コ
ン
テ
ン
ツ
よ
り
コ
ン
セ
プ
ト

地
域
を
担
う
人
材
づ
く
り
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

人
材
で
す
。
東
北
の
事
業
者

に
は
長
年
培
わ
れ
た
技
術
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
が
、
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。「
何
を
や
り
た
い
の

か
」「
ゴ
ー
ル
に
ど
う
到
達
す

る
の
か
」
と
い
う
事
業
計
画
を

つ
く
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
さ

せ
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

必
要
で
す
。
例
え
ば
事
業
計

画
作
成
支
援
や
パ
ー
ト
ナ
ー

紹
介
な
ど
、
今
後
私
ど
も
も

今
ま
で
以
上
に
被
災
地
の
皆

様
と
手
を
携
え
た
支
援
を
行

う
つ
も
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
若
者
の

育
成
で
し
ょ
う
。
一
昨
年
、
被

災
地
の
中
高
生
に
よ
る
「
チ
ャ

リ
テ
ィ
・
リ
レ
ー
・
マ
ラ
ソ

ン
」
を
行
い
ま
し
た
。
集
め

た
寄
付
金
の
拠
出
先
を
、
中

高
生
自
ら
が
話
し
合
っ
て
決
め

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
若

者
は
未
来
の
国
か
ら
や
っ
て
き

た
使
者
。
自
ら
が
生
き
る
未

来
の
地
域
を
、
い
ま
自
ら
の

手
で
つ
く
る
た
め
の
、
場
づ
く

り
や
指
南
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

今
年
も
７
月
14
日
に

東
京
で
行
う
予
定
で

す
。

Ｑ
．
教
育
と
い
っ

て
も
、
そ
の
内
容

や
形
態
は
様
々
で

す
。
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ

ロ
ピ
ー
協
会
主
催
「
キ
リ
ン

絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
東
北
復

興
・
農
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」
で
、
財
務
・
会
計

や
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
講
義

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
活
性

化
を
狙
う
。

　

い
ず
れ
の
施
策
も
、
民

間
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し

な
が
ら
持
続
的
に
成
果
が

出
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
だ
。
復
興
庁
は
今
後
、

今
回
の
報
告
内
容
を
実
行

に
移
す
為
に
「
モ
デ
ル
事

業
」
を
公
募
し
て
い
く
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
そ
の
効

果
が
高
ま
っ
て
行
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。（
文
／

Ｒ
Ｃ
Ｆ
復
興
支
援
チ
ー
ム

・
藤
沢
烈
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

知
識
を
教
え
る
だ
け
で
は
参

加
者
の
意
識
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
は
、
各
自
の
現

状
や
課
題
と
つ
な
げ
、
い
か
に

仲
間
と
共
に
解
決
を
図
れ
る

か
を
問
う
形
で
進
め
て
い
ま

す
。
複
雑
な
世
の
中
で
未
来

を
つ
く
る
た
め
に
は
、｢

正
解

な
ど
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
す
べ
て
を
「
自
分
ご

と
」
と
し
て
考
え
る
場
や
運

営
方
法
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
競
争
は
、
資

金
力
や
人
手
に
頼
る
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
一
過
性
の

支
援
で
は
な
く
、
地
域
に
根

を
下
ろ
し
、
未
来
を
つ
く
る

た
め
の
投
資
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

加
か

藤
とう

義
よし

孝
たか

さん

新日本有限責任監査法人
理事長

【プロフィール】
新日本有限責任監査法人
理事長。震災直後から人
材育成や自治体や企業、
ＮＰＯなどへの経営支援
プロジェクトを行う。福
島県生まれ、東北大学卒。

復興人材派遣のための
プラットフォームの構築 

概　要項　目
「新しい東北」の創造へ向けた共通課題への対応

復興へ向けてニーズの見込まれる専門人材について、民間
企業やＮＰＯからの人材派遣や、大学からのインターンの
受入れなどを実施するための仕組みを構築

・

新たな起業家や復興への
民間投資を促進するための
プラットフォームの構築 

被災事業者の事業再開へ向けた債務負担軽減のための
措置や、新たな起業者や事業再建のための資金提供を
活性化

・

全国から東北での事業参加を促進するための制度設計や
支援措置も検討

・

官民連携、担い手と地域との
マッチング、ネットワーク形成
等への支援措置の拡充 

復興に携わる様々な担い手間のノウハウ・人材・経験の
交流を促進する仕組みを構築

・

大学の活用やICT事業者との連携、担い手の能力向上へ
向けた研修等を実施

・
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く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
家

族
の
よ
う
な
も
の
。
こ
の
意
味

を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
人
間
こ

そ
が
地
域
を
支
え
、
ま
た
、
そ

れ
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
目
だ
と
考
え

て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

人
づ
く
り

　

人
づ
く
り
の
た
め
に
松
村
さ

ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
２

０
０
２
年
に
「
石
巻
ス
ポ
ー
ツ

振
興
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
、
あ

る
日
見
た
中
学
校
の
体
力
テ
ス

設
し
、
石
巻
市
内
の
各
避
難
所

の
情
報
交
換
や
、
被
災
者
の
二

次
避
難
移
行
に
貢
献
。
そ
の
後

も
、「
旧
観
慶
丸
商
店
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ 

修
復
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
、「
ま
ち
な
か
グ

リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

を
推
進
す
る
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
だ
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
、
人

づ
く
り
か
ら
」
―
こ
れ
は

松
村
さ
ん
が
大
切
に
し

て
い
る
想
い
の
一
つ
。
お

年
寄
り
が
い
れ
ば
子
供

も
い
る
中
で
、
ル
ー
ル

を
決
め
て
共
に
生
き
て
い

ス
ポ
ー
ツ
が
人
を
育
む 

人
が
町
を
育
む

石
巻
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
例

ま
ち
づ
く
り
は
、	

人
づ
く
り
か
ら

　
「
生
活
再
建
だ
け
な
く
、
石

巻
を
震
災
以
前
よ
り
も
活
気
の

あ
る
町
に
し
た
い
」。
そ
う
話
す

の
は
、
石
巻
中
央
商
店
街
で
ス

ポ
ー
ツ
用
品
店
を
営
む
松
村
善

行
さ
ん
。
震
災
直
後
、「
避
難

所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
創

ト
。
自
身
の
幼
少
期
と
比
べ
、

子
供
た
ち
の
著
し
い
運
動
能
力

の
低
下
に
危
機
感
を
覚
え
た
と

い
う
。「
結
果
重
視
の
競
技
思
考

を
是
と
す
る
近
年
の
ス
ポ
ー
ツ

教
育
の
結
果
、
運
動
を
す
る
子

供
と
全
く
し
な
い
子
供
と
、
二

極
化
し
て
い
た
」。
運
動
が
得
意

で
は
な
い
子
供
た
ち
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
を
決
意
し
、

同
法
人
を
設
立
し
た
。

　

目
指
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
で
み
ら
れ
る
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。
地
域
住
民

全
員
が
活
動
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
運
営

し
て
い
く
と
い
う
も
の
。
子
供

た
ち
が
運
動
を
”
楽
し
む
“
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
と
し

て
実
施
し
な
が
ら
も
、
障
害
者

が
対
象
の
海
水
浴
イ
ベ
ン
ト
や
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
年
齢
層
や
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ャ
ン
ル
へ
と
、
そ
の
活
動
の
幅

を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

震
災
で
避
難
所
生
活
を
送
っ

た
際
に
は
、
避
難
所
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
馴
染
め
な
い
若
者
や
、

支
援
を
受
け
る
こ
と
に
慣
れ
過

ぎ
て
、
復
興
に
向
か
う
自
発
性

を
失
っ
た
被
災
者
を
目
に
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
が
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
た
松
村
さ

ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
支
援
活
動
を

い
ち
早
く
再
開
。
被
災
児
童
に

運
動
用
具
を
送
っ
た
り
、
仮
設

住
宅
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
は

じ
め
と
す
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
た
り
と
、
精
力
的
に

活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

震
災
前
後
で
一
貫
し
て
い
る

松
村
さ
ん
の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

は
、 

①
運
動
が
得
意
で
は
な
い
、

で
き
な
い
状
態
に
あ
る
人
に
こ

そ
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
提
供
す

る
、
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン

ト
に
は
競
技
思
考
を
持
ち
込
ま

な
い
、
③
年
齢
や
ス
ポ
ー
ツ
の

ジ
ャ
ン
ル
な
ど
で
、
支
援
活
動

を
限
定
し
な
い
こ
と
の
3
点
だ
。

前
述
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
原

動
力
、
そ
し
て
そ
の
成
果
は
、

こ
の
「
人
づ
く
り
」
＝
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
見
据
え
た
、

松
村
さ
ん
流
ス
ポ
ー
ツ
活
用
方

の
賜
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

遊
び
を
通
じ
て
ル
ー
ル

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
学
ぶ

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
の
ひ
と
つ

は
”
遊
び
“
な
ん
で
す
」
と
松

村
さ
ん
。
新
た
に
サ
ッ
カ
ー
場

や
野
球
場
を
作
る
こ
と
は
で
き

な
く
と
も
、
特
に
子
供
た
ち
に

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
の
機

会
を
用
意
し
て
あ
げ
る
こ
と
こ

そ
が
大
事
だ
と
語
る
。
遊
び
を

楽
し
む
た
め
に
も
ル
ー
ル
が
必

要
で
、
そ
れ
を
守
る
た
め
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。

こ
の
意
味
を
、
遊
び
を
通
し
て

自
身
で
学
ん
で
い
く
こ
と
が
、

ス
ポ
ー
ツ
の
元
来
の
姿
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
う

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
必

要
な
力
を
地
域
で
身
に
つ
け
て

育
ち
、
心
身
と
も
に
活
力
を

も
っ
た
人
間
が
、
松
村
さ
ん
の

意
志
を
引
き
継
ぎ
、
次
の
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
。

【政策】
気仙沼市、観光特区が認定
宮城県気仙沼市の「海と生きる」観光
特区が国に認定された。市内１１区域
の関連事業に、税制上の減免措置を
最大５年間認める。

復興交付金、第６次申請
青森を含む東北４県と４４市町は２１
日、第６次復興交付金として総額
６２４億円を国へ申請した。６月中に
配分額が決まる見込み。

岩手県、仮設建築物延長特区認定
岩手県の仮設建築物に対する延長特
区が２８日、国に認められ、１００件
の延長が決まった。残る約１４０件分
も追加申請する予定。

福島県、農林水産特区申請へ
福島県は、投資促進特区の対象業種
に農林水産業を加えた特区を６月中
に国へ申請する方針を示した。１３年
夏に認定を目指す。

【産業復興】
大船渡市、メガソーラー着工
岩手県大船渡市で、県内最大級とな
るメガソーラーが着工した。６０億円
を費やし１５年春から売電を予定する。 

三陸国立復興公園、誕生
青森、岩手、宮城の沿岸にある自然
公園を再編した三陸国立復興公園が
２４日、誕生した。

【生活・まちづくり】
宮城県、集団移転計画全地区承認
宮城県気仙沼市で１３日、浦の浜地区
の集団移転計画が承認された。県内
１９４地区すべての計画が承認、着手
可能となった。

福島県、復興住宅３７００戸
福島県は、原発事故による仮の町整
備において、県内１０市町村に復興住
宅３７００戸を１５年度までに建設する
方針を固めた。

楢葉町、4ヵ所に復興団地
福島県楢葉町は、震災による津波被
害を受けた住民の集団移転先におい
て、町内４ヵ所に住宅団地を整備する
方針を明らかにした。

多賀城市、災害公営住宅着工
宮城県多賀城市桜木地区で、市内で
初めて災害公営住宅の建設が始まっ
た。１４年１１月の入居を目指す。

【農業・漁業】
岩手県、アワビ種苗生産が初再開
岩手県洋野町の栽培漁協種市事業所
で震災後初、アワビの種苗生産が再
開した。１４年６～８月に１２０万個が
出荷できる見通し。

大船渡市、震災後初サケ・マス漁
岩手県大船渡市赤崎町で県内唯一の
サケ・マス漁を行う鎌田水産が、震災
後初となる北洋漁に向け出港した。

【原発・放射能】
川俣町、７月に区域再編
福島県川俣町は、山木屋地区の東部
乙８区を居住制限区域、他の１０行政
区を避難指示解除準備区域へ７月中
に再編する案を示した。

仮の町に１０市町村が合意
福島県で、仮の町整備に関する国と県、
関係市町村の協議会が開かれ、いわ
き市を始めとする県内１０市町村が受
け入れに合意した。 

大熊町、初ボーリング調査
環境省は、汚染土を保管する中間貯
蔵施設の候補地９ヵ所のうち、福島
県大熊町で初のボーリング調査を５月
１７日より開始した。

【その他】
東北六魂祭、３７億円の経済効果
福島県で６月１、２日に開かれた東北
六魂祭の経済波及効果は３７億円に上
ると民間調査機関が発表した。

５月21日～６月20日

NPO 法人「石巻スポーツ振興サ
ポートセンター」理事長・松村
善行さん

「子ども元気プロジェクト」の一環と
して、2013 年 3 月に開設した「クラ
イミング広場」

親子でスポーツを楽しむ「わんぱく
スマイルプログラム」
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復興庁は４月、被災地の企業の再建事例を集めた報告書「被災地での
５５の挑戦―企業による復興事業事例集―」を公開（表）。震災へ

の対応策について4つの視点でまとめられている。同時に見えてくるの
は、強い信念をベースとしながら経営改革を行い、外部の力を巧みに活
用する経営のあり方だ。今後も続く産業復興への道のり。本特集では、
その中心となる、現地に根ざした企業たちの経営哲学に注目した。事例に学ぶ・再建企業 の経営哲学

産業復興へ向けた秘策を考える
特集

事業資金
不足への対応

従来の
事業環境の
毀損に対応 

新たな販路獲得 オーナー制度を導入し、再建資金獲得と販路拡大を実現したOHガッツの取り組み (宮城県石巻市)

民間機関から出資・融資等を募る 建屋をハウスメーカーが提供した被災地仮設住宅内における診療所開設(宮城県東松島市)

公的助成・支援を受ける グループ補助金、産業復興機構を活用したシーサイドタウンマストの早期営業再開（岩手県大槌町）

新しい商品開発 全村避難の中でも新たな分野・製品展開にチャレンシしだ菊池製作所の事業継続 (福島県飯舘村)

個人からの出資・寄付を募る 物産展でクラウドファンドへの出資を募ったふかひれ加工販売事業の再建(宮城県気仙沼市)

サプライチェーンの復旧・再構築 県外の企業へOEM製造を委託した八木澤商店の事業再開（岩手県陸前高田市他）

集客力を高める 観光物産センターによる地元客の取り込みと安 心・安全確保の取り組み(福島県いわき市)

全く新しい事業への取組み 南相馬ソーラー・アグリパークで開講する「グリー ンアカデミー」(福島県南相馬市)

生産コストを削減 派遣コンサルタントを活用してトヨタ生産方式導入による水産加工ラインの“カイゼン”(岩手県大船渡市)

復興庁「被災地での 55 の挑戦」でまとめられた、企業の震災への対応策、４つの視点

組織・人材・
スキルの
不足に対応

用地、
設備等の
不足に対応

従来用途に使われなくなった土地・建物の有効利用 きのこのSATOによる被災農地の菌床栽培(岩手 県陸前高田市)

地域の人的ネットワークの活用 末広町商店街を核とした地域コミュニティが全商店街連携を実現(岩手県宮古市)

継続的に取り組むための組織・拠点作り 起業家人材の育成を行うコワーキング・スペースcocolin(ココリン)の開設 (宮城県仙台市)

長期的な視点で取り組む組織内部の人材育成 フランチャイズ展開で個人事業主へ職をつくった理美容業再建の取り組み(宮城県石巻市他)

新たな主体間の連携 異業種5社が協働で新ブランドづくりを目指した五篤丸水産の設立(岩手県山田町)

外部の人材スキルの活用 中間支援組織が人材、技術面で支援した塩害畑における加工用トマト栽培への転作
(宮城県亘理町)

市民・ボランティアとの協業 NPO法人を設立しボランティアを活用した朝市開催と水産加工品開発の取り組み(福島県相馬市)

他の事業者との施設・設備共同利用 民間の遊休施設を活用した産学連携インキュベー ション施設(宮城県多賀城市)

1
　岩手県大船渡市に本社を置くスーパーマイヤ（株式会

社マイヤ）は、三陸沿岸を中心に１６店舗を展開する地域

密着型のスーパーマーケットチェーン。震災時には本部と

大船渡、陸前高田、大槌で六店舗が被災した。

　当時店舗のマネジメントを担当していた新沼敏宏さ

んは震災当日のことをこう話す。「停電時にお客様が来

店すれば、店内中のワゴンを外に出し、店頭での販売を

行った。レジがなくおつりを出せないので、ひとり10個ま

でと決めて基本的に１００円で売った。現場判断の連続

でした」。

　直後の混乱を現場判断で乗り越えたマイヤ。その後の

復旧も早く、３月中には出張販売と移動販売を始め、８月

以降は本設・仮設併せて５店舗を展開し、売上も震災前

のレベルにまで戻している。

　震災時の対応やその後のスピーディな復旧の背景に

見えるのは、マイヤの危機管理の取り組みだ。同社では、

大きな震災を前提とした防災訓練や対応マニュアル、地

震保険への加入、安否確認システムの導入など、最大限

のリスクマネジメントに取り組んできた。

　そして、マイヤの戦略的なリスクマネジメントの根底に

は、「地域密着」の生活インフラとして、地域住民の生活

に必要なものを届けることを最優先にするという経営

哲学がある。新沼さん自身、社長から「価格は一番では

ない。社長方針がそうではないと知ってくれ」と言われた

という。「嘘をつかない。愚直に。お客様がどう感じてい

るかを考え、場面場面で省みる」というのが新沼さんに

とっての「地域密着」だ。

　「地域密着」の哲学はパート社員たちにも浸透してい

る。地元でできたおいしいものを食べてもらうために、

パートスタッフが自宅で料理をつくりそれを試食で進め

たり、レシピを作成してつけたりする。何か住民の手伝

いができないか、皆が常に考えている、そんな気持ちがリ

ピーターを呼んでいる。そのようにしてマイヤは地域での

高い支持を受けているのだ。

　その後の移動販売や店舗の再建においても、仮設住

宅の立地にあわせて展開。それでも来店が難しい顧客

に対してはマイクロバスによる送迎を行い、さらにはネッ

トスーパー事業にも取り組んでいる。

　地域密着の理念があらゆる打ち手につながり、顧客

との信頼関係、早期の経営再建につながったと言えるだ

ろう。

震災時に店舗でマネジメ
ントにあたったマイヤ株
式会社の新沼さん

地 域の多くの方に商品
を届けたいと始めた送
迎マイクロバス

　気仙沼の市街地の一角。仮設商店街の一階にあるア

ンカーコーヒーは、仮設店舗とは思えないほどの落ち着

きのある空間だ。運営する株式会社オノデラコーポレー

ション専務の小野寺靖忠さんは、アメリカの大学へ通

いヨーロッパで働いており、故郷の気仙沼に戻った際に

「生活の中にコーヒーショップとカフェラテのない生活が

あまり豊かでないと感じた」ことが立ち上げのきっかけ

になった。

　「少子高齢化が進む気仙沼。１８歳で人口が流出する

背景には、仕事場や遊び場における『選択肢の少なさ』

がある」。その選択肢の一つとして「コーヒーショップと

共にある生活」を提供する事で、ここに住みたいと思う人

を増やしたいと考えた。またフランチャイズビジネス化す

ることで、都会で働く人がオーナーとして田舎に帰る仕

組みをつくれないかと試行錯誤を繰り返した。震災前に

は、ドライブスルーの店舗や大型書店内での出店など、

テイクアウト主体の店を五店舗展開、港近くに焙煎工場

を作るまでに成長していた。

　震災では、このうちの二店舗と焙煎工場、製菓工場、事

務所、自宅が津波に流され、焙煎前の生豆もすべて失っ

た。再建にあたっては、知人からの紹介で出会ったクラウ

ドファンディング「セキュリテ応援ファンド」の第一期の募

集に参加した。「前例が無いことでも、誰かが始めて風穴

を開けておけば、後に続く人が出る。被災地に一つの選

択肢が増える。『田舎暮らしが豊かじゃない』とコーヒー

ショップを始めたのも一緒。選択肢があれば、何とかしよ

うという人が出てくる」という気持ちだったという。

　募集したファンドでは２４５０万円が集まった。しかし、

小野寺さんはまだその資金に手をつけていない。物件の

不足や建築・内装コストの高騰などさまざまな理由から

温存している。「使わないと意味がないんじゃないか」とい

う声もあるが、今投資すればその多くが高騰した部分に

回ってしまうため、それはおかしいと小野寺さんは言う。

　「『より良いライフスタイルを提供する』というのが一

番の姿勢。復興、復旧後10年たった後も、そこに生き続け

ることを主眼に入れて、事業に取り組む必要がある」。そ

う考える小野寺さんは、気仙沼市の震災復興市民委員

会に参画するなど街の復興にも積極的に取り組んでい

る。その中で描かれている町の未来像には、「世界一の

港町」として「おしゃれでかっこのいいまち」などが盛り込

まれている。こうした町の復興と歩調を合わせつつ、資

金が生きるタイミングを腰を据えて計っている状況だ。

オノデラコーポレーション
専務取締役の小野寺靖
忠さん（左）

仮 設 店 舗で はあるがコー
ヒーのある豊かなライフスタ
イル提供にこだわる

対応策 分類 具体事例対応策 具体事例分類

岩手県

宮城県

地域の生活インフラを担い続ける。
スーパーマイヤ 徹底した地域密着志向の打ち手を連発

3 より良いライフスタイルを提供する。

　岩手県陸前高田市の高台に、ヤマニ醤油高田営業所

がある。ヤマニ醤油は創業１４０年あまりの老舗の醤油

蔵元。地元の飲食店や個人宅に「御用聞き営業」という

独特の営業手法で醤油やつゆなどを届けてきた。

　津波によって生産設備のすべてを失ったヤマニ醤油

では、唯一残ったレシピを頼りに、自社で製造設備を持

たない「ファブレス経営」に大きく舵を切った。従来商品

の製造・販売を維持するため、ヤマニ醤油株式会社の本

体は味とブランドの管理に集中し、製造は花巻にある同

業の佐々長醸造に委ねた。佐々長醸造とヤマニ醤油は

先代の頃からのつきあいで、現在の社長の新沼茂幸さ

んと佐々長醸造の畠山了一工場長も旧知の間柄。水も

風土も違う土地で「地元の味」を復活させるパートナー

として最も信頼できる相手だった。

　１４０年続いた蔵元の信用度は高く、漫画家のやなせ

たかし氏によるラベルの提供や、大手洋菓子店ヒロタと

のコラボレーション商品の販売といった新しい展開が生

まれている。

　一方で、ヤマニ醤油というブランドを育てた地元での

「御用聞き営業」の再開は、陸前高田市在住の元従業員

８人の有志が発足させた別会社ヤマニ醤油高田営業所

に任された。本社跡のがれきの中から見つかった顧客

台帳と各販売員の記憶を頼りに一軒一軒顧客を洗い出

して訪問している。従来の販売量にはまだ遠く届かない

が、本来の顧客である陸前高田の人たちにヤマニ醤油

の味を届けたいという一念で毎日御用聞きに出かけて

いる。

　「震災前から持っているものって、ベルト一本だけ。あ

とは全部流されました」と語る代表の鈴木泰治さんは、

自分自身津波にのまれ仮設住宅で暮らしながら事業

に取り組んでいる。町の復興がどう進むのかわからず、

再建途上の本体からの資金援助も望めない。それでも、

「この街で住み続けるためにも覚悟するしかない。今日

を頑張り、一週間頑張り、一か月がんばる繰り返し」と、

鈴木さんは語る。

　ファブレスに徹したヤマニ醤油本体の判断、それを受

け入れた佐々長醸造の支援、地元陸前高田で暮らし続

け、伝統の味を届け続けることに対する高田営業所の

人々の覚悟。これらがあったからこそ、ヤマニ醤油のビジ

ネスモデルの再構築（リストラクチャリング）は実現でき

た。そしてその根底にあるのは、地元の味を守り抜くとい

う強い想いだったのだろう。

ヤマニ醤油高田営業所
営業所の高田さん

仮設店舗で復旧した
ヤマニ醤油高田営業所

24 地元の味を守り抜く。
ヤマニ醤油高田営業所 ファブレス化や分社化によるビジネスモデル再構築

共存共栄できるしくみをつくる。
　震災で多くの事業者が大きな被害を受けたが、中で

も漁業へのダメージは大きかった。港の復旧もままなら

ない中、漁具や設備も整わない。それらが復旧したとして

も従来の流通の仕組みでは、漁業者の収益はなかなか

あがらない。水産業の世界では流通の立場が強く、漁師

には価格決定権がないのだ。こうした課題を解決しよう

と考えたのが、石巻で水産加工業を営む木村隆之さん。

津波によって壊滅した自社の施設・設備の復旧を進める

一方で、震災前から感じていた「魚の値段を決めるのは

加工業者、流通業者。漁業者が市場で一番弱い立場に

あるのはおかしい」という問題意識に立ち向かう決意を

した。

　縁のあった東京の会社の支援を受けつつ、協賛する

漁師を組織化。２０１１年５月に立ち上がったのが一般社

団法人三陸海産再生プロジェクトだった。

　このプロジェクトは、支援を希望する会員からの入会

金を、漁業者が共同で利用できる加工設備や漁具の整

備にあてる。そこで生産された加工品は、会員に対して

は特別価格で提供されるというもの。支援者をそのまま

顧客にする市民ファンド的な手法を用いて、海産物の流

通を変えようという枠組みだ。

　これまでに約２０００名の会員から５０００万円ほどの

資金が集まり、２７００万円ほどがすでに設備や漁具の

購入に充てられ、ワカメやカキ、養殖のりなどが販売され

ている。

　自社の復興も見通せない状況の中、全く異なる事業

に無償で取り組むことに対してさまざまな議論もあっ

た。しかし、「水産業の現状を変えたい」という想いでプ

ロジェクトを進める木村さんたちの姿に多くの人々が賛

同し協力するようになったと言う。

　漁師と加工業者が流通で協力し、製造で協力し、と

徐々に協力関係が強化されるようになれば、水産業の

構造自体が変わる。それは結果として自社のみならず業

界全体の収益向上につながる。すべてが失われた今だ

からこそ、漁業者と加工業者、消費者が一体になって新

しい仕組みをつくる必要がある。そんな哲学が、「復興」

ではなく「再生」という言葉に込められている。

　２０１３年春、新工場の完成に伴い、木村さんは本業の

水産加工の復旧に専念するようになった。プロジェクト

の代表理事と事務局体制はボランティアに委ねられた

が、支援先の漁業者が直接東京の市場に営業する取り

組みが始まるなど、新たな動きも生まれている。

プロジェクト支援先との
打ち合わせの様子

ここで取り上げた四社に限らず、事例集に掲載さ
れている企業の多くは、震災を期にビジネスモ

デルの大幅な変更や再構築（リストラクチャリング）、
投資・経営計画の修正などを行っている。戦略的に
考えるならば、被災地以外に移転し、新たな事業に
取り組むという選択肢もあり得る。それをせずに現地
再建にこだわるのは、「地域があってこそ自社があ
る」「自社は地域の担い手である」という強い意識
があるからだ。
　言い方を変えれば、地域の担い手としての役割を
果たすことが経営の主題となっている。
その地で暮らし続けるという前提の下、 長期にわ
たって必要とされていることが戦略の要となる。そし
て、それが求心力となり再建につながっていると言
えるだろう。

（文／出藍社松崎光弘）

支援金で購入した定置網の
網づくりをボランティと行う

一般社団法人三陸海産再生プロジェクト 市民ファンド手法による流通変革

株式会社オノデラコーポレーション 前例となり、地域に選択肢をつくる
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復興庁は４月、被災地の企業の再建事例を集めた報告書「被災地での
５５の挑戦―企業による復興事業事例集―」を公開（表）。震災へ

の対応策について4つの視点でまとめられている。同時に見えてくるの
は、強い信念をベースとしながら経営改革を行い、外部の力を巧みに活
用する経営のあり方だ。今後も続く産業復興への道のり。本特集では、
その中心となる、現地に根ざした企業たちの経営哲学に注目した。事例に学ぶ・再建企業 の経営哲学

産業復興へ向けた秘策を考える
特集

事業資金
不足への対応

従来の
事業環境の
毀損に対応 

新たな販路獲得 オーナー制度を導入し、再建資金獲得と販路拡大を実現したOHガッツの取り組み (宮城県石巻市)

民間機関から出資・融資等を募る 建屋をハウスメーカーが提供した被災地仮設住宅内における診療所開設(宮城県東松島市)

公的助成・支援を受ける グループ補助金、産業復興機構を活用したシーサイドタウンマストの早期営業再開（岩手県大槌町）

新しい商品開発 全村避難の中でも新たな分野・製品展開にチャレンシしだ菊池製作所の事業継続 (福島県飯舘村)

個人からの出資・寄付を募る 物産展でクラウドファンドへの出資を募ったふかひれ加工販売事業の再建(宮城県気仙沼市)

サプライチェーンの復旧・再構築 県外の企業へOEM製造を委託した八木澤商店の事業再開（岩手県陸前高田市他）

集客力を高める 観光物産センターによる地元客の取り込みと安 心・安全確保の取り組み(福島県いわき市)

全く新しい事業への取組み 南相馬ソーラー・アグリパークで開講する「グリー ンアカデミー」(福島県南相馬市)

生産コストを削減 派遣コンサルタントを活用してトヨタ生産方式導入による水産加工ラインの“カイゼン”(岩手県大船渡市)

復興庁「被災地での 55 の挑戦」でまとめられた、企業の震災への対応策、４つの視点

組織・人材・
スキルの
不足に対応

用地、
設備等の
不足に対応

従来用途に使われなくなった土地・建物の有効利用 きのこのSATOによる被災農地の菌床栽培(岩手 県陸前高田市)

地域の人的ネットワークの活用 末広町商店街を核とした地域コミュニティが全商店街連携を実現(岩手県宮古市)

継続的に取り組むための組織・拠点作り 起業家人材の育成を行うコワーキング・スペースcocolin(ココリン)の開設 (宮城県仙台市)

長期的な視点で取り組む組織内部の人材育成 フランチャイズ展開で個人事業主へ職をつくった理美容業再建の取り組み(宮城県石巻市他)

新たな主体間の連携 異業種5社が協働で新ブランドづくりを目指した五篤丸水産の設立(岩手県山田町)

外部の人材スキルの活用 中間支援組織が人材、技術面で支援した塩害畑における加工用トマト栽培への転作
(宮城県亘理町)

市民・ボランティアとの協業 NPO法人を設立しボランティアを活用した朝市開催と水産加工品開発の取り組み(福島県相馬市)

他の事業者との施設・設備共同利用 民間の遊休施設を活用した産学連携インキュベー ション施設(宮城県多賀城市)

1
　岩手県大船渡市に本社を置くスーパーマイヤ（株式会

社マイヤ）は、三陸沿岸を中心に１６店舗を展開する地域

密着型のスーパーマーケットチェーン。震災時には本部と

大船渡、陸前高田、大槌で六店舗が被災した。

　当時店舗のマネジメントを担当していた新沼敏宏さ

んは震災当日のことをこう話す。「停電時にお客様が来

店すれば、店内中のワゴンを外に出し、店頭での販売を

行った。レジがなくおつりを出せないので、ひとり10個ま

でと決めて基本的に１００円で売った。現場判断の連続

でした」。

　直後の混乱を現場判断で乗り越えたマイヤ。その後の

復旧も早く、３月中には出張販売と移動販売を始め、８月

以降は本設・仮設併せて５店舗を展開し、売上も震災前

のレベルにまで戻している。

　震災時の対応やその後のスピーディな復旧の背景に

見えるのは、マイヤの危機管理の取り組みだ。同社では、

大きな震災を前提とした防災訓練や対応マニュアル、地

震保険への加入、安否確認システムの導入など、最大限

のリスクマネジメントに取り組んできた。

　そして、マイヤの戦略的なリスクマネジメントの根底に

は、「地域密着」の生活インフラとして、地域住民の生活

に必要なものを届けることを最優先にするという経営

哲学がある。新沼さん自身、社長から「価格は一番では

ない。社長方針がそうではないと知ってくれ」と言われた

という。「嘘をつかない。愚直に。お客様がどう感じてい

るかを考え、場面場面で省みる」というのが新沼さんに

とっての「地域密着」だ。

　「地域密着」の哲学はパート社員たちにも浸透してい

る。地元でできたおいしいものを食べてもらうために、

パートスタッフが自宅で料理をつくりそれを試食で進め

たり、レシピを作成してつけたりする。何か住民の手伝

いができないか、皆が常に考えている、そんな気持ちがリ

ピーターを呼んでいる。そのようにしてマイヤは地域での

高い支持を受けているのだ。

　その後の移動販売や店舗の再建においても、仮設住

宅の立地にあわせて展開。それでも来店が難しい顧客

に対してはマイクロバスによる送迎を行い、さらにはネッ

トスーパー事業にも取り組んでいる。

　地域密着の理念があらゆる打ち手につながり、顧客

との信頼関係、早期の経営再建につながったと言えるだ

ろう。

震災時に店舗でマネジメ
ントにあたったマイヤ株
式会社の新沼さん

地 域の多くの方に商品
を届けたいと始めた送
迎マイクロバス

　気仙沼の市街地の一角。仮設商店街の一階にあるア

ンカーコーヒーは、仮設店舗とは思えないほどの落ち着

きのある空間だ。運営する株式会社オノデラコーポレー

ション専務の小野寺靖忠さんは、アメリカの大学へ通

いヨーロッパで働いており、故郷の気仙沼に戻った際に

「生活の中にコーヒーショップとカフェラテのない生活が

あまり豊かでないと感じた」ことが立ち上げのきっかけ

になった。

　「少子高齢化が進む気仙沼。１８歳で人口が流出する

背景には、仕事場や遊び場における『選択肢の少なさ』

がある」。その選択肢の一つとして「コーヒーショップと

共にある生活」を提供する事で、ここに住みたいと思う人

を増やしたいと考えた。またフランチャイズビジネス化す

ることで、都会で働く人がオーナーとして田舎に帰る仕

組みをつくれないかと試行錯誤を繰り返した。震災前に

は、ドライブスルーの店舗や大型書店内での出店など、

テイクアウト主体の店を五店舗展開、港近くに焙煎工場

を作るまでに成長していた。

　震災では、このうちの二店舗と焙煎工場、製菓工場、事

務所、自宅が津波に流され、焙煎前の生豆もすべて失っ

た。再建にあたっては、知人からの紹介で出会ったクラウ

ドファンディング「セキュリテ応援ファンド」の第一期の募

集に参加した。「前例が無いことでも、誰かが始めて風穴

を開けておけば、後に続く人が出る。被災地に一つの選

択肢が増える。『田舎暮らしが豊かじゃない』とコーヒー

ショップを始めたのも一緒。選択肢があれば、何とかしよ

うという人が出てくる」という気持ちだったという。

　募集したファンドでは２４５０万円が集まった。しかし、

小野寺さんはまだその資金に手をつけていない。物件の

不足や建築・内装コストの高騰などさまざまな理由から

温存している。「使わないと意味がないんじゃないか」とい

う声もあるが、今投資すればその多くが高騰した部分に

回ってしまうため、それはおかしいと小野寺さんは言う。

　「『より良いライフスタイルを提供する』というのが一

番の姿勢。復興、復旧後10年たった後も、そこに生き続け

ることを主眼に入れて、事業に取り組む必要がある」。そ

う考える小野寺さんは、気仙沼市の震災復興市民委員

会に参画するなど街の復興にも積極的に取り組んでい

る。その中で描かれている町の未来像には、「世界一の

港町」として「おしゃれでかっこのいいまち」などが盛り込

まれている。こうした町の復興と歩調を合わせつつ、資

金が生きるタイミングを腰を据えて計っている状況だ。

オノデラコーポレーション
専務取締役の小野寺靖
忠さん（左）

仮 設 店 舗で はあるがコー
ヒーのある豊かなライフスタ
イル提供にこだわる

対応策 分類 具体事例対応策 具体事例分類

岩手県

宮城県

地域の生活インフラを担い続ける。
スーパーマイヤ 徹底した地域密着志向の打ち手を連発

3 より良いライフスタイルを提供する。

　岩手県陸前高田市の高台に、ヤマニ醤油高田営業所

がある。ヤマニ醤油は創業１４０年あまりの老舗の醤油

蔵元。地元の飲食店や個人宅に「御用聞き営業」という

独特の営業手法で醤油やつゆなどを届けてきた。

　津波によって生産設備のすべてを失ったヤマニ醤油

では、唯一残ったレシピを頼りに、自社で製造設備を持

たない「ファブレス経営」に大きく舵を切った。従来商品

の製造・販売を維持するため、ヤマニ醤油株式会社の本

体は味とブランドの管理に集中し、製造は花巻にある同

業の佐々長醸造に委ねた。佐々長醸造とヤマニ醤油は

先代の頃からのつきあいで、現在の社長の新沼茂幸さ

んと佐々長醸造の畠山了一工場長も旧知の間柄。水も

風土も違う土地で「地元の味」を復活させるパートナー

として最も信頼できる相手だった。

　１４０年続いた蔵元の信用度は高く、漫画家のやなせ

たかし氏によるラベルの提供や、大手洋菓子店ヒロタと

のコラボレーション商品の販売といった新しい展開が生

まれている。

　一方で、ヤマニ醤油というブランドを育てた地元での

「御用聞き営業」の再開は、陸前高田市在住の元従業員

８人の有志が発足させた別会社ヤマニ醤油高田営業所

に任された。本社跡のがれきの中から見つかった顧客

台帳と各販売員の記憶を頼りに一軒一軒顧客を洗い出

して訪問している。従来の販売量にはまだ遠く届かない

が、本来の顧客である陸前高田の人たちにヤマニ醤油

の味を届けたいという一念で毎日御用聞きに出かけて

いる。

　「震災前から持っているものって、ベルト一本だけ。あ

とは全部流されました」と語る代表の鈴木泰治さんは、

自分自身津波にのまれ仮設住宅で暮らしながら事業

に取り組んでいる。町の復興がどう進むのかわからず、

再建途上の本体からの資金援助も望めない。それでも、

「この街で住み続けるためにも覚悟するしかない。今日

を頑張り、一週間頑張り、一か月がんばる繰り返し」と、

鈴木さんは語る。

　ファブレスに徹したヤマニ醤油本体の判断、それを受

け入れた佐々長醸造の支援、地元陸前高田で暮らし続

け、伝統の味を届け続けることに対する高田営業所の

人々の覚悟。これらがあったからこそ、ヤマニ醤油のビジ

ネスモデルの再構築（リストラクチャリング）は実現でき

た。そしてその根底にあるのは、地元の味を守り抜くとい

う強い想いだったのだろう。

ヤマニ醤油高田営業所
営業所の高田さん

仮設店舗で復旧した
ヤマニ醤油高田営業所

24 地元の味を守り抜く。
ヤマニ醤油高田営業所 ファブレス化や分社化によるビジネスモデル再構築

共存共栄できるしくみをつくる。
　震災で多くの事業者が大きな被害を受けたが、中で

も漁業へのダメージは大きかった。港の復旧もままなら

ない中、漁具や設備も整わない。それらが復旧したとして

も従来の流通の仕組みでは、漁業者の収益はなかなか

あがらない。水産業の世界では流通の立場が強く、漁師

には価格決定権がないのだ。こうした課題を解決しよう

と考えたのが、石巻で水産加工業を営む木村隆之さん。

津波によって壊滅した自社の施設・設備の復旧を進める

一方で、震災前から感じていた「魚の値段を決めるのは

加工業者、流通業者。漁業者が市場で一番弱い立場に

あるのはおかしい」という問題意識に立ち向かう決意を

した。

　縁のあった東京の会社の支援を受けつつ、協賛する

漁師を組織化。２０１１年５月に立ち上がったのが一般社

団法人三陸海産再生プロジェクトだった。

　このプロジェクトは、支援を希望する会員からの入会

金を、漁業者が共同で利用できる加工設備や漁具の整

備にあてる。そこで生産された加工品は、会員に対して

は特別価格で提供されるというもの。支援者をそのまま

顧客にする市民ファンド的な手法を用いて、海産物の流

通を変えようという枠組みだ。

　これまでに約２０００名の会員から５０００万円ほどの

資金が集まり、２７００万円ほどがすでに設備や漁具の

購入に充てられ、ワカメやカキ、養殖のりなどが販売され

ている。

　自社の復興も見通せない状況の中、全く異なる事業

に無償で取り組むことに対してさまざまな議論もあっ

た。しかし、「水産業の現状を変えたい」という想いでプ

ロジェクトを進める木村さんたちの姿に多くの人々が賛

同し協力するようになったと言う。

　漁師と加工業者が流通で協力し、製造で協力し、と

徐々に協力関係が強化されるようになれば、水産業の

構造自体が変わる。それは結果として自社のみならず業

界全体の収益向上につながる。すべてが失われた今だ

からこそ、漁業者と加工業者、消費者が一体になって新

しい仕組みをつくる必要がある。そんな哲学が、「復興」

ではなく「再生」という言葉に込められている。

　２０１３年春、新工場の完成に伴い、木村さんは本業の

水産加工の復旧に専念するようになった。プロジェクト

の代表理事と事務局体制はボランティアに委ねられた

が、支援先の漁業者が直接東京の市場に営業する取り

組みが始まるなど、新たな動きも生まれている。

プロジェクト支援先との
打ち合わせの様子

ここで取り上げた四社に限らず、事例集に掲載さ
れている企業の多くは、震災を期にビジネスモ

デルの大幅な変更や再構築（リストラクチャリング）、
投資・経営計画の修正などを行っている。戦略的に
考えるならば、被災地以外に移転し、新たな事業に
取り組むという選択肢もあり得る。それをせずに現地
再建にこだわるのは、「地域があってこそ自社があ
る」「自社は地域の担い手である」という強い意識
があるからだ。
　言い方を変えれば、地域の担い手としての役割を
果たすことが経営の主題となっている。
その地で暮らし続けるという前提の下、 長期にわ
たって必要とされていることが戦略の要となる。そし
て、それが求心力となり再建につながっていると言
えるだろう。

（文／出藍社松崎光弘）

支援金で購入した定置網の
網づくりをボランティと行う

一般社団法人三陸海産再生プロジェクト 市民ファンド手法による流通変革

株式会社オノデラコーポレーション 前例となり、地域に選択肢をつくる
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　養殖業は人手が要る。たとえば牡蠣は
陸にあげた後、加工場で殻を抜き、ボイ
ルし、乾燥させるまでの一連作業がある。
養殖業を営む漁師の大半が家族の支えの
上で成り立ち、規模が大きくなれば人を
雇うこともある。震災前、阿部民子（たみ
こ）さんも漁師の妻の例にもれず夫・徳治
（とくじ）さんを支えてきた。

　震災後、海に近づくことができなくなっ
た民子さんは、およそ1年間、戸倉地区
の仮説住宅を見回る支援員として働いて
いた。でも、一方で自分は海に関わる仕
事をしなければという思いがあった。海
に出れなくてもできることはないか？……
阿部民子（たみこ）さんは、南三陸町の
海産物を選び通販することに行きついた。
　商品名は「たみこの海パック」。夏の時
期は生うにをメインに添え、お刺身サーモ
ンや塩蔵ワカメ、たこわさび、たこのあた
ま、メカブなどの南三陸の海産物を取り扱
う。震災前、およそ10数年間、自分の
家で穫れた海産物をお歳暮として親戚・

友人に送り続けてきた経験を活かそうと
思った。
　昨年（2012 年）6月に内閣府の起業支
援のプログラムに応募。勉強会に参加し
ながら、10月にプレハブの事務所を構え、
事業を開始した。人も一人雇い、周りの
協力を得ながら通販用のWEBサイトを立
ち上げた。慣れないパソコンに向かい顧
客に対応し、フェイスブックを使って日々
の営みを発信する。「年齢のせいと逃げ
てはダメですが…」難しさを感じながらも
日々勉強し、軌道に乗せようと努力してい
る。少しずつだが固定客もついてきた。

　今、戸倉地区の漁業は共同事業として
運営され、徳治さんが水揚げたものも組
合のものであり、個人のものではない。
漁業者の生活を保証するため、一時的に
皆がサラリーマンになっている。民子さん
が詰める「たみこの海パック」も、個人
の漁師から買ったものではなく、漁協や
加工会社から買ったものだ。
　徳治さんが個人事業主に戻るのは共同

事業が終了する来年（2014 年）の 12
月を予定しているが、加工場を新たに構
えるお金も必要。個人で新たに再開したと
してどれくらい水揚げができるかが読めな
い分、不安もつのる。
　養殖業を営む徳治さんに民子さんの助
けは心強い。でも、民子さんに無理を強
いることなく、むしろ「わたしは、パソコ
ンができないので、仕事を自体を代わる
ことはできないけど、手伝えることは精一
杯やりたい」と新しい挑戦を応援する。
　民子さんも「おとうさん（徳治さん）と
一緒に仕事をしたい」と話す。南三陸の
海産物の美味しさを全国の人にも知っても
らいたい、そして、近い将来に徳治さん
の水揚げした牡蠣やホタテ、わかめ、昆
布などの水産物もたみこの海パックに入れ
ていけたら。徳治さんも「自分の汗水たら
して作った製品がお客さんに喜んでもらえ
たらそれは励みになると思う」と話す。
　二人は、今までは違う現場に挑戦し、
夫婦としての新しい働き方を模索している。

仙台

宮城県 女川

気仙沼

南三陸
石巻

フ
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数
の

団
体
が
参
画
、
連
携
し
て
一
つ

の
枠
組
み
を
創
り
上
げ
、
全
国

へ
発
信
す
る
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。

地
域
へ
の
想
い
の
継
承
は

親
の
教
育
と
祭
り
か
ら

　

森
山
さ
ん
は
、
高
校
時
代
に

ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、
大
学
は

慶
応
大
学
総
合
政
策
学
部
を
卒

業
し
た
29
歳
。
な
ぜ
都
市
や
海

外
で
活
躍
す
る
道
を
選
ば
ず
、

地
元
に
戻
っ
た
の
か
。

 

「
完
全
に
親
の
影
響
で
す
ね
。

幼
い
頃
か
ら
『
将
来
は
地
域
の

あ
る
。
港
に
建
て
た
商
業
施
設

と
徒
歩
10
分
の
七
尾
駅
を
結
ぶ
、

御
祓
川
沿
い
に
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー

ド
を
整
備
し
た
超
コ
ン
パ
ク

ト
・
シ
テ
ィ
構
想
だ
っ
た
。

　

同
社
は
ハ
コ
モ
ノ
の
整
備
だ

け
で
は
果
た
さ
れ
な
い
、
住
民

の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
、
持
続
可

能
・
循
環
型
の
社
会
づ
く
り
、

担
い
手
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
ま
ち
育
て
」「
み
せ
育
て
」「
ひ

と
育
て
」
の
３
つ
を
柱
に
、
川

の
浄
化
や
店
舗
整
備
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
行
事
な
ど
、
多
く
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
き
た
。

無
理
せ
ず
皆
で
協
力
し

あ
り
の
ま
ま
を
活
か
す

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
で
特
徴

的
な
の
は
、
そ
の
時
々
で
複
数

の
団
体
が
連
携
を
組
み
、
実
行

委
員
会
を
形
成
し
て
い
る
点
。

（株）
御
祓
川
が
す
べ
て
を
主
催
す

る
の
で
は
な
く
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
商
工
会
議
所
や
町
内
会
、

役
場
の
各
課
と
さ
ま
ざ
ま
な
担

石
川
県 

七な
な

尾お

市

参
入
者
へ
の
複
合
的
サ
ポ
ー
ト
で
地
域
に
求
心
力

次
世
代
が
受
け
継
ぐ
地
元
愛
と
、
市
を
越
え
た
団
結
が
鍵

　

99
年
、

（株）
御
祓
川
設
立
の
背

景
に
は
、
港
の
衰
退
、
人
口
流

出
な
ど
の
問
題
か
ら
生
ま
れ
た

「
七
尾
マ
リ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」
が

　
「
能
登
半
島
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
ら
し
い
」
と
噂
を
聞
き
付
け
、
そ
の
キ
ー
マ
ン
に
会
い

に
石
川
県
に
飛
ん
だ
。
能
登
半
島
は
ち
ょ
う
ど
東
京
都
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
、
人
口
は
約

40
分
の
一
の
30
万
人
弱
だ
。
小
松
空
港
か
ら
車
で
１
時
間
半
、
半
島
の
中
心
部
東
側
に
あ
る

七
尾
市
（
人
口
約
５
万
７
千
人
）
へ
。
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
・

（株）
御
祓

川
（
み
そ
ぎ
が
わ
）
の
森
山
明
能
（
あ
き
よ
し
）
さ
ん
29
歳
だ
。

　

１
９
９
９
年
と
い
う
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
ま
だ
珍
し
か
っ
た
時
期
に
完
全
民
間
資
本

５
千
万
円
で
設
立
し
た
同
社
。
森
山
さ
ん
の
父
が
代
表
を
務
め
て
い
た
が
、
５
年
前
、
姉
・

奈
美
さ
ん
が
代
表
と
な
り
、
現
在
は
姉
弟
で
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

今
な
ぜ
能
登
が
ア
ツ
い
の
か
、
ま
ち
づ
く
り
は
い
か
に
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
。

七
尾
の
街
を
歩
き
な
が
ら
話
を
伺
っ
た
。

い
手
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

こ
と
で
、
街
を
活
性
化
さ
せ
て

い
る
。

　

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
十
字
に

交
差
す
る
一
本
杉
通
り
の
商
店

街
を
歩
く
と
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
な
、
古
風
な

ろ
う
そ
く
屋
、
乾
物
屋
、
醤
油

屋
な
ど
が
並
ん
で
い
た
。
登
録

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
、

明
治
建
造
の
木
造
家
屋
も
あ
る
。

通
り
の
ほ
と
ん
ど
の
店
が
掲
げ
る

「
？
」
の
看
板
は
、「
語
り
部

処
」
を
示
す
も
の
。
商
品
作
り

の
工
程
や
昔
話
な
ど
を
店
の
人

に
気
軽
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

お
茶
屋
の
店
主
・
北
島
さ
ん

が
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
昭

和
の
終
わ
り
に
バ
イ
パ
ス
が
逸

れ
て
開
通
し
、
観
光
客
が
減
っ

て
か
ら
の
苦
労
話
。
何
か
策
を

打
た
ね
ば
と
悩
む
中
、
月
に
２

組
は
必
ず
視
察
に
訪
れ
る
人
々

が
い
た
。
北
島
さ
ん
は
彼
ら
に
、

街
の
ど
こ
が
い
い
の
か
聞
き
続

け
た
。
出
て
き
た
答
え
は
、
道

幅
が
ち
ょ
う
ど
い
い
と
か
、

色
々
な
店
が
あ
っ
て
い
い
と
か
、

レ
ト
ロ
な
町
並
み
が
い
い
と
い

う
、
素
朴
な
も
の
。「
じ
ゃ
あ
レ

ト
ロ
な
町
並
み
を
も
っ
と
整
備

し
よ
う
」
と
意
気
込
む
と
、
視

察
者
の
誰
も
が
そ
の
ま
ま
が
い

い
と
反
対
し
た
。
北
島
さ
ん
は

「
あ
り
の
ま
ま
が
財
」
と
気
付

き
、
地
域
の
持
つ
も
の
を
活
か

し
た
「
語
り
部
処
」
の
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

参
画
者
に
地
域
一
丸
で

複
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

　

市
内
で
の
事
業
に
加
え
て
、

（株）
御
祓
川
は
「
能
登
」
を
冠
し

た
事
業
に
も
取
り
組
む
。
そ
の

き
っ
か
け
は
、
07
年
３
月
の
能

登
半
島
地
震
だ
っ
た
。
Ｍ
６
・

９
、
各
地
で
被
害
を
受
け
、

「
能
登
に
は
守
り
た
い
暮
ら
し

が
あ
る
」
と
い
う
共
通
の
想
い

が
強
ま
り
、
半
島
で
の
団
結
に

つ
な
が
っ
た
。

　

同
社
は
自
社
事
業
と
オ
ー
ル

能
登
で
行
う
事
業
と
を
組
み
合

わ
せ
、
新
し
い
公
共
・
ビ
ジ
ネ

ス
の
担
い
手
へ
向
け
て
、

ニ
ー
ズ
や
悩
み
に
先
回
り

し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ

ポ
ー
ト
モ
デ
ル
を
構
築
し

て
い
る
。（
※
下
図
）

　

ま
ず
地
域
の
飲
み
会
イ

ベ
ン
ト
で
地
元
の
人
々
と

交
流
し
、
オ
ン
パ
ク
で
や

り
た
い
こ
と
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
化
し
て
挑
戦
。
運

役
に
立
つ
ん
だ
。
そ
の
た
め
に

外
で
学
ん
で
帰
っ
て
来
い
』
と

言
わ
れ
続
け
て
ま
し
た
か
ら
」。

　

こ
れ
に
、
同
席
し
て
い
た
森

山
さ
ん
の
同
級
生
、
吉
田
翔
さ

ん
が
頷
く
。「
そ
う
。
彼
は
高

校
の
時
か
ら
将
来
は
地
元
で
！

と
言
い
続
け
て
い
て
。
僕
も
影

響
さ
れ
て
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
」。

vol.5

い
く
ん
だ
」
と
の
感
動
で
涙
が

溢
れ
る
と
い
う
。

　

大
人
た
ち
が
誇
り
と
熱
を

持
っ
て
伝
え
た
地
域
へ
の
想
い
が
、

世
代
を
越
え
、
30
代
、
20
代
へ

と
引
き
継
が
れ
て
い
る
七
尾
市
。

そ
の
七
尾
の
若
い
世
代
が
他
地

域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
、
小
さ
く
て
も
た
く
さ
ん
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
能
登

半
島
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
そ

れ
が
、
今
回
私
た
ち
が
「
何
だ

か
盛
り
上
が
っ
て
い
る
」
と
引

き
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
な
求
心
力

を
生
み
、
市
や
半
島
の
フ
ァ
ン
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
、
移
住
者
を
生
ん

で
い
る
の
だ
ろ
う
。

案内してくれた ( 株 ) 御祓川の森山明能
さん。「全国の良い取り組みはどんどん
真似しています」と話し、フットワー
ク軽く各地へ飛び回る。

森山さんに影響を受けてＵターン
した同級生・吉田翔さんが手がけ、
初年度 25 万本を販売したご当地

「塩サイダー」。

一本杉通りの登録有形文化財の１つ、明治３７年
頃建造の茶屋。

商店街の 24 軒が掲げる
「語り部処」の印。気軽

に店の人に話を聞ける。

茶屋の店主・北島さんは、
抹茶の製造方法や地域の
昔話を聞かせてくれた。

毎年５月の青柏祭で引く、日本一大きな山車・通称「でか山」と、御祓川。
川沿いのシンボルロードは電線を地下に埋めて整備された。

新しい
公共・ビジネスの

担い手

まちづくり drinks NANAO
さまざまなテーマで酒を飲みながら

交流するイベント。
地元のキーマンとの出会いがある。

事業化への第一歩

能登旨美オンパクうまみん
体験型観光や、地元料理の教室などの

多彩なプログラムを開催するオンパク（※）。
観光客増加のためだけでなく、
企業等にはサービスや商品の
テストマーケティングとして

活用できる。

資金が足りないなら

ＦＡＡＶＯ石川
県単位の資金調達支援のクラウド

ファンディング制度の石川版。地域を盛り上
げる活動を遠くにいながら応援するための

プラットフォームになっており、
石川県以外に宮崎、新潟など７県が

参画している。

人材が足りないなら

能登留学
地場産業や地域の中小企業、各種施設への

大学生向け長期実践型インターン。
販促や商品開発、経営者の右腕など

責任ある業務に取り組み、
スキルと起業家精神を養う場。

販売ノウハウ・売る場がないなら

能登スタイル・能登スタイルストア
能登スタイルが販売ノウハウや

デザインなどの商品企画をサポートし、
能登スタイルストアがオンラインショップで

売場を提供する。

経営などの基礎知識をつけるなら

ＮＰＯ等向け講座
組織運営や資金調達など、

必要な知識を座学で学べる場。

七尾市および能登地域の
複合的サポートモデル

（※） オンパクとは、「温泉泊覧会」の略。01年に大分県別府市で始まった、体験交流型イベントで地域を
　　 盛り上げる手法。東北でも宮城の山元・亘理・福島の新地の３町や、いわき市などで取り入れられている。

催しや業務の場所がほしいなら

能大谷済美センター
七尾市の元幼稚園。イベントスペースや

シェアオフィスとして活用できる。

まず取りかかりには 　養殖業は人手が要る。たとえば牡蠣は
陸にあげた後、加工場で殻を抜き、ボイ
ルし、乾燥させるまでの一連作業がある。
養殖業を営む漁師の大半が家族の支えの
上で成り立ち、規模が大きくなれば人を
雇うこともある。震災前、阿部民子（たみ
こ）さんも漁師の妻の例にもれず夫・徳治
（とくじ）さんを支えてきた。

　震災後、海に近づくことができなくなっ
た民子さんは、およそ1年間、戸倉地区
の仮説住宅を見回る支援員として働いて
いた。でも、一方で自分は海に関わる仕
事をしなければという思いがあった。海
に出れなくてもできることはないか？……
阿部民子（たみこ）さんは、南三陸町の
海産物を選び通販することに行きついた。
　商品名は「たみこの海パック」。夏の時
期は生うにをメインに添え、お刺身サーモ
ンや塩蔵ワカメ、たこわさび、たこのあた
ま、メカブなどの南三陸の海産物を取り扱
う。震災前、およそ10数年間、自分の
家で穫れた海産物をお歳暮として親戚・

友人に送り続けてきた経験を活かそうと
思った。
　昨年（2012 年）6月に内閣府の起業支
援のプログラムに応募。勉強会に参加し
ながら、10月にプレハブの事務所を構え、
事業を開始した。人も一人雇い、周りの
協力を得ながら通販用のWEBサイトを立
ち上げた。慣れないパソコンに向かい顧
客に対応し、フェイスブックを使って日々
の営みを発信する。「年齢のせいと逃げ
てはダメですが…」難しさを感じながらも
日々勉強し、軌道に乗せようと努力してい
る。少しずつだが固定客もついてきた。

　今、戸倉地区の漁業は共同事業として
運営され、徳治さんが水揚げたものも組
合のものであり、個人のものではない。
漁業者の生活を保証するため、一時的に
皆がサラリーマンになっている。民子さん
が詰める「たみこの海パック」も、個人
の漁師から買ったものではなく、漁協や
加工会社から買ったものだ。
　徳治さんが個人事業主に戻るのは共同

事業が終了する来年（2014 年）の 12
月を予定しているが、加工場を新たに構
えるお金も必要。個人で新たに再開したと
してどれくらい水揚げができるかが読めな
い分、不安もつのる。
　養殖業を営む徳治さんに民子さんの助
けは心強い。でも、民子さんに無理を強
いることなく、むしろ「わたしは、パソコ
ンができないので、仕事を自体を代わる
ことはできないけど、手伝えることは精一
杯やりたい」と新しい挑戦を応援する。
　民子さんも「おとうさん（徳治さん）と
一緒に仕事をしたい」と話す。南三陸の
海産物の美味しさを全国の人にも知っても
らいたい、そして、近い将来に徳治さん
の水揚げした牡蠣やホタテ、わかめ、昆
布などの水産物もたみこの海パックに入れ
ていけたら。徳治さんも「自分の汗水たら
して作った製品がお客さんに喜んでもらえ
たらそれは励みになると思う」と話す。
　二人は、今までは違う現場に挑戦し、
夫婦としての新しい働き方を模索している。

仙台

宮城県 女川

気仙沼

南三陸
石巻

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

南
三
陸
町

海
産
物
の
宅
配
便
・
た
み
こ
の
海
パ
ッ
ク

［17］
写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

（7） ２０１３年（平成 25 年）7 月 1 日 月曜日（復興 843 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 25 号　（7）（7）



雄勝町・葉山神社が再建へ

式
海
岸
！
な
景
色
を
抜
け
、
牡

鹿
半
島
の
と
あ
る
浜
に
辿
り
着
い

た
。
漁
師
で
あ
り
な
が
ら
自
ら

取
引
先
開
拓
を
行
う
そ
の
漁
師

さ
ん
は
帰
宅
前
で
、
お
母
様
に

お
出
迎
え
し
て
頂
い
た
。

　
「
あ
と
２
時
間
は
帰
っ
て
来
な

い
。
先
に
食
べ
る
べ
」、
あ
り
が
た

い
お
言
葉
の
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、

明
ら
か
に
巨
大
な
カ
キ
フ
ラ
イ
が

運
ば
れ
て
来
た
。
大
き
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
口
の
中
に
広
が
る

少
し
強
め
の
塩
味
が
絶
妙
で
、

ソ
ー
ス
も
つ
け
ず
に
一
瞬
で
た
い

ら
げ
る
。

　

久
々
の
牡
蠣
の
余
韻
に
浸
る
暇

も
な
く
、
次
の
一
皿
が
運
ば
れ
て

き
た
。
そ
の
数
分
後
に
も
う
一
皿
。

30
分
ほ
ど
カ
キ
フ
ラ
イ
と
向
き
合

い
続
け
た
。

　

次
に
登
場
し
た
蒸
し
牡
蠣
は

圧
巻
だ
っ
た
。
大
皿
の
上
に
殻
つ

き
で
豪
快
に
盛
ら
れ
た
牡
蠣
は
そ

の
数
20
。
こ
の
大
皿
が
何
回
運
ば

れ
て
来
た
か
記
憶
に
な
い
が
、
ご

厚
意
を
裏
切
っ
て
は
男
が
す
た
る

と
必
死
に
食
べ
続
け
た
。
そ
の
後

牡
蠣
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
炒
め
を

は
さ
み
、
破
裂
寸
前
の
胃
袋
を

さ
す
る
僕
の
も
と
に
、
牡
蠣
の
炊

き
込
み
ご
飯
と
牡
蠣
の
す
ま
し
汁

が
届
け
ら
れ
、
つ
い
に
怒
濤
の
牡

蠣
三
昧
ナ
イ
ト
の
幕
が
下
り
た
。

　

牡
蠣
消
費
量
の
生
涯
記
録
を

劇
的
に
更
新
し
た
翌
朝
。
食
卓

に
並
ぶ
牡
蠣
カ
レ
ー
を
横
目
に
お

母
様
は
僕
に
こ
う
告
げ
た
。「
牡

蠣
は
嫌
い
？
東
京
の
人
は
あ
ん
ま

食
べ
な
い
ね
え
」。（
Ｙ
）

　

以
前
取
材
で
お
会
い

し
た
あ
る
牡
蠣
漁
師
の

ご
実
家
を
た
ず
ね
た
。

石
巻
中
心
市
街
地
か
ら

30
分
。
こ
れ
ぞ
リ
ア
ス

　

ロ
メ
オ
パ
ラ
デ
ィ
ッ
ソ
。「
１

０
０
年
続
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
を
ふ
く
し
ま
か
ら
！
」
と

設
立
さ
れ
た
こ
の
団
体
は
、
今

年
11
月
16
日
の
旗
揚
げ
公
演
に

向
け
て
目
下
準
備
を
進
め
る
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
集
団
だ
。

福
島
を
盛
り
上
げ
た
い
と
願
う

福
島
市
内
の
事
業
者
た
ち
を
中

心
に
、
飯
館
、
相
馬
、
南
相
馬
、

会
津
、
長
野
、
東
京
な
ど
県
内

外
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
っ
た
。

旗
揚
げ
公
演
の
後
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
学
校
の
運

営
、
震
災
記
念
館
を
併
設
し
た

常
設
シ
ア
タ
ー
の
創
設
等
、
W

Ｅ
B
サ
イ
ト
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

満
載
の
言
葉
で
ビ
ジ
ョ
ン
が
語
ら

れ
て
い
る
。

　
「
１
０
０
％
無
理
っ
て
、
何

人
に
言
わ
れ
た
こ
と
か
」。

　

設
立
後
彼
ら
は
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
業
界
の
い
わ
ゆ
る

大
物
た
ち
に
会
い
、
夢
を
語
り
、

協
力
を
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
、

現
実
は
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
と

言
う
。

　

話
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
中

心
メ
ン
バ
ー
の
佐
藤
健
太
さ
ん
。

丹
精
な
顔
立
ち
の
彼
は
飯
館
村

出
身
。
原
発
事
故
の
直
後
か
ら

造成工事の起工式を開催。震災後、初めて
雄勝法印神楽が奉納された。

福
島
の
常
識
に
挑
む〝
ス
ゲ
ェ
〞エ
ン
タ
メ
集
団

11
月
の
旗
揚
げ
公
演
に
向
け
始
動

外
部
へ
の
情
報
発
信
を
行
い
、

後
に
行
政
を
動
か
す
こ
と
に
も

な
る
村
民
の
た
め
の
健
康
手
帳

を
制
作
、
福
島
の
未
来
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ふ
く
し
ま
会
議
」

で
は
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
福

島
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
の
１
人
だ
。

　
「
散
々
言
わ
れ
て
、
ヘ
コ
ん
で
、

そ
れ
を
繰
り
返
し
た
ら
、
吹
っ

切
れ
た
。
最
初
は
大
物
に
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
た
け
ど
や
め
た
。
そ

れ
で
は
そ
の
人
の
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
。
自
分
た
ち
の
足
で

立
っ
て
、
本
当
に
ス
ゲ
ェ
も
の
を

作
る
。
も
う
支
援
さ
れ
る
だ
け

じ
ゃ
な
い
、
違
う
、
新
し
い

フ
ェ
ー
ズ
に
行
き
た
い
」。
紆
余

曲
折
の
上
で
の
決
意
は
固
い
。

新
し
い
文
化
と  

地
域
の
誇
り
へ

　

そ
れ
に
し
て
も
、
何
故

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
な

の
か
。
震
災
以
降
、
日

本
各
地
、
時
に
は
世
界

各
国
ヘ
福
島
の
現
実
を
発

信
し
続
け
て
き
た
佐
藤
さ

ん
は
、
放
射
能
以
外
の

文
脈
の
福
島
を
外
に
発

信
し
た
い
と
言
う
。

　
「
い
ま
表
面
に
出
て
い

る
部
分
だ
け
が
、
福
島
で

は
な
い
。
放
射
能
と
は

ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。
世

界
や
日
本
中
が
見
た
い

『
ふ
く
し
ま
』
を
見
せ
る

の
で
は
な
く
、
内
側
に
あ

る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
と
外
に

出
し
て
い
く
べ
き
だ
」。

　

彼
ら
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
と
い
う
形
を
通
じ
、
福
島
の

人
々
に
も
っ
と
自
由
に
や
っ
て
よ

い
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
い
た
い

の
だ
。
自
分
た
ち
が
表
現
す
る

一
つ
ひ
と
つ
が
、
福
島
の
人
々
が

発
す
る
そ
れ
ぞ
れ
が
、
新
し
い

文
化
と
な
り
地
域
へ
の
誇
り
を

生
み
出
し
て
い
く
。
そ
う
信
じ

て
い
る
の
だ
。

　

公
演
内
容
に
つ
い
て
、
取
材

時
に
は
「
芝
居
も
ダ
ン
ス
も
映

像
も
音
楽
も
一
緒
に
な
っ
た
総

合
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」
と

話
し
て
く
れ
た
。
ま
だ
全
容
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

監
督
も
決
ま
り
、
キ
ャ
ス
ト
も

徐
々
に
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。

４
个
月
後
の
初
舞
台
は
歴
史
の

始
ま
り
と
な
る
の
か
。
キ
ャ
ス

ト
は
継
続
し
て
募
集
中
と
の
こ

と
。
興
味
の
あ
る
人
は
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

福島市内の閑静な住宅街に表れるコンク
リート打ちっぱなしのシャレた建物。通称

「ロメオ城」。ここが稽古場、兼寮になる。

立ち上げメンバーの佐藤健太さん（左）
とダンサーのシゲさん。２人は 11 月公
演のキャストも務める。

　

日
頃
、
感
謝
の
気
持
ち
を
な
か
な
か
伝

え
ら
れ
な
い
妻
に
、
い
い
温
泉
に
つ
か
り
、

美
味
し
い
食
事
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
あ

り
が
と
う
と
伝

え
た
い
︙
︙
。
夫

に
と
っ
て
は
簡
単

で
は
な
い
、
そ
ん

な
特
別
な
思
い

を
形
に
で
き
る

温
泉
宿
と
し
て

イ
チ
オ
シ
な
の
が
、

東
北
新
幹
線
の

福
島
駅
よ
り
車

で
30
分
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
あ
る
、
高

湯
温
泉
・
安
達

屋
で
あ
る
。

　

館
内
は
い
わ
ゆ

る
和
モ
ダ
ン
な
テ

イ
ス
ト
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
日
常
の
疲
れ

か
ら
妻
を
解
き
放
つ
に
は
最
高
の
雰
囲
気
で

あ
る
。
た
だ
安
達
屋
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

囲
炉
裏
端
で
の
食
事

は
、
炭
火
で
焼
く
一

品
が
あ
る
な
ど
本
格

的
で
、
妻
を
ね
ぎ
ら

う
特
別
な
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
申
し
分
な

い
。
美
味
し
い
お
酒

も
い
た
だ
き
つ
つ
、

浴
衣
姿
で
囲
炉
裏
を

囲
め
ば
、
恋
人
時
代

の
二
人
を
思
い
出
す

か
も
し
れ
な
い
。

　

安
達
屋
の
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
風
呂
と
い
え

る
混
浴
の
大
露
天
風

呂
「
大
気
の
湯
」
は
、

横
に
数
十
メ
ー
ト
ル

は
あ
る
大
き
な
湯
船

で
あ
り
、
混
浴
で

入
っ
て
も
他
の
客
と

の
距
離
は
十
分
に
保

て
る
だ
け
の
広
さ
が

あ
る
。
白
濁
し
た
温

泉
で
あ
る
こ
と
も
相

ま
っ
て
、
妻
の
混
浴

へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
多

少
は
下
が
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

日
々
の
家
事
か
ら

妻
を
開
放
し
、
非
日

常
感
を
味
わ
っ
て
も

ら
う
に
は
、
安
達
屋

ほ
ど
こ
れ
に
適
し
た

温
泉
旅
館
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
た
ま
に
こ

う
い
う
行
事
を
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
企
画
す
る

と
、
夫
婦
関
係
の
最

高
の
潤
滑
油
に
な
る

こ
と
間
違
い
な
し
で

あ
る
。（
ユ
）

問024-591-1155
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